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第 1え るで

創作ダンス
曲『いろとけどり』

第 1え るででは、創作ダンスを曲「いろとりど

り」に合わせて踊 りました。

以前にも踊った曲ですが、たくさん練習を重ね

全体的に振 り付けを合わせることが出来まし
キヽ́
/、_。

今回は、みんなで協力 してポンポンを作り、曲

名に合った華やかなダンスを披露出来たと思

います。

次国もメンバー と一緒に考えみんなで楽 しめ

る発表をするので、お楽 しみに !!
劇『おだきなめヽポ』と

F鱈内暴頭』

第 2え るで
ヽ

し

今回第 2え るででは、劇 「おおきなかぶ」の発表 と、

イベン ト会場にご来場の皆 さんと一緒に河内音頭を

踊 りました。

「おおきなかぶ」では、通常の登場人物ではなく、

第 2え るでオ リジナルのキャラクターでメンバー さ

んが登場 し、イベ ン ト会場は大いに盛 り上が りまし

■■
/、_。

また河内音頭では、イベン ト会場にいる人が一体と

なり、障がいのある人もない人もみんながいきいき

と踊る姿を発信できた発表 となりました。

第 2え るでからのお矢Pら せ

第 2え るででは、活動のひとつ としてアルミ缶のロイスを

行っています。

ご近所の方のご協力にはいつ も感謝 しております。
「うちにも取.り に未て」 と声をかけていただけることも

増 えてきました。

アルミ缶口収にご協力いただける方は第 2え るでまで

ご連絡 ください。

社会福祉法人バズバブ福社会 第 2えるで  窒072(349)8611

:

[
卜■

■
■
●

鍮

一講
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みんなと
〃
楽しむ活動

〃
えるで

えるでの主な活動紹介 イ活動

4月 より新たな活動を開始 !|

いろんな体操の映像を見ながらみんなで楽 し

く体を動か しています。その他、菜園を作 り

野菜など育て始めました。晴れている日は、

公園まで出かけ、みんなでワイフイ楽 しく遊

んでいます＼ (～ o～)/

○その他の活動

レザーやさをり、リサイクル回収もみんな力

を合わせて頑張っています。いろいろ取り組

むことでメンバーもスタッフも日々、新たな

発見があリスキルアップにも繋がっています

燿 鰹辮

=:■ |・ ‐‐■■|=

鰺饒 えるでリサイクル活動だより
レン鼈
⑮

2018.5.15

新緑の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

日頃は大変お世話になつております。

さて、32E:笙二重_K:笙:固主_型:墾】壼」塞:壁:量をさせて頂きます。
地域の皆さまがご協力頂き、下記の収益を得ることができました。

本当にありがとうございます。今後もご協力よろし<お願い致します。

またえるででは、新規の回収先も募集しておりますので、お気軽にお電話下さい。

よろしくお願い致します。                   担当 :安丼・平丼

古紙・ ダンボール・ 牛乳パック 0

アルミ缶

′ヽ
〒●   0

ー ′

:

00¥296 ,140
え絡先 :〒 580‐0044 松原市口井銭 6‐ 328‐ 2 TEL 072‐ 332-0987

蝙
●

c轟姜_

ヽ 機

し

躍震厄
ハ1情覇
に蝙 ♂

遍懸
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みんなと
〃
つながる

〃
第 2えるで

第 2えるでの主な活動紹介

○デイ活動
:や■    _

風薫る五月、         
「ゆつくりまつたリイイ時間、
‐

みんな第 2えるでに集まれ～♪

青葉 目に しみる侯、気分爽快の毎 日を送 られて

いることと存 じます。

松原市南新町にある第 2えるでは、今年の 4月

に開所 1周年を迎えました。

第 _2え るでは、メンバーさんがこれからも地域

′で元気に楽 しく過 ごせることと、地域の方々と
｀
の出会いや、交流を申心にした場です。

一人ひ とりの想いを大切に、みんなの 「うれ し

い」「たのしい」を毎 日いつぱい作 ります。

第 2えるででは、クッキングやカラオケ、スポ

ーツや創作活動などを行っています。

また一人ひとりに合わせた趣味活動やリハビ

リを兼ねたゲームなど、レクレーションも豊

富。最近では、河内音頭を踊ったり、和太鼓の

練習なども行っています。

一人ひとりの個性溢れる演奏や歌声を、自分の

ペースで全身で表現しています♪気持ちいい

汗を流して、身体も心も気分リフレッシュ !!

(*^_^*)ブ

○第 2えるで Caた      篠覇■ェ

第 2えるででは地域 とのかかわ りを大切に、地

:域交流スペースにて「カフェ」をオープンして

います。

第 2えるでのカフェでは、コーヒーなど飲み物

の他、自主製品も販売 しています。メンバーさ

んの温かいおもてなしの心を感 じてください。

たくさんのご来店、お待ちしてお ります。

営警増:轟・ 舞L犠七
(月 )(水)(金 )

午前 10時～午後2時

機

一理
翻轟
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着|スオ彦
〉
暑=ナー

3/29第 フ2回 バオバブ福社会理事会開催。 2018年 度法人基本方針・事業計画

"予 算が審議 され、決定 されま した。

2018年 度 法人基本方針

みんなの願い みヽんなの実藤のために
,は じめに

自分 自身 の奥 底 に あ る優 生 思想 と対 峙 し、

それ を起 点 と して 、 だれ 一 人 も排 除 す る こ

とな く、仲 間 と して支 え合 う社 会 を創 造 す

る生 き方 を して き た だ ろ うか と 自問 す べ き

か も しれ ませ ん。

運 動 体 か ら社会 福 祉 法 人 に移 行 した私 た

ち の 中 に、争 は な い こ とに慣 れ す ぎ て きた

の で は と 自省 しな けれ ば な りませ ん 。 地 域

とつ な が りが薄 い入 所 施 設 を維 持 させ て き

た の は 、 私 た ち 自身 か も しれ ませ ん。「障

が い者 は 弱 い存 在 だ。_と い う社 会 の 決 め

つ け に対 して 、どれ だ け
~事

実 」を示 して 、

対 決 出 来 て きた か。 む しろ、地 域 社 会 の見

方 を利 用 しな が ら、法 人 等 を維 持 して きた

の で は な い で し ょ うか ?

私 た ちは 、 この事 件 を け して 忘れ る こ と

な く、犠 牲 に な っ た 19名 に、名 前 が あ り、

一 人 ひ と りに 、 か け が え の な い 大 切 な時 間

が あ り、人 との絆 が あ っ た こ と も忘 れ ませ

んc 内 な る優 生 思想 と差 別 意 識 に 向 き合

い な が ら、「生 まれ た 松 原 で 、 自分 ら し く

生 き る !!」 とい う私 た ちの メ ッセ ー ジ (法

人 の理 念 )を 多様 方 法 で発 信 して い き ます 。

.・    、   11 ・1・ . ■、
=

(1)第 2え る で 。「 ひ とつ星 」 を開 所

して

2017年 は 、本 福 社 会 に とっ て 画期 的

な 一年 で した。 生活 介 護 事 業所 「第 二 え る

で」グル ー プ ホ ー ム「ひ とっ 星 」を開設 し、

バオバブのメンバー・保護者、私たち法人に

かかわる者にとって相模原事件の衝撃は大きか

った。法人の前身であるバオバブの家を立ち上

げた以前の 1970年 代に、時計の針が逆戻 り

する様に感 じられ、内臓が落ちそ うな感覚に陥

りま した。法人 としては、大きな行事準備 もあ

り、事件についての個人の怒 り 。気持ちを抑え

込みなが ら、 9月 まで何 とか耐えました。そ し

て、法人関係者が集い、個々人の思いをぶつけ

合い、アピール文をまとめましたc

多 くの参加 者 の脳 裏 に 、横 田弘 著 の 「障

害 者 殺 しの 思 想 」 (増 補 新 装 版 (株 )現 代

書館 )の 痛 烈 な言葉 が よみ が え りま した。

「ま た 、 一 人 、 障 害 児 が 殺 され た 。」「歩

け な い と い う こ と で c」 「手 が 動 か な い と

い うだ け で。」の書 き 出 しで始 ま る著 作 は 、

私 た ちの運 動 に大 き な影 響 を与 え続 け ま し

た。 彼 が所 属 した 団 体 の行 動 綱 領 に 「わ

れ われ は愛 と正 義 を否 定 す る」 とか か げ 、

障 が い者 は悪 意 とい うよ り、愛 と正 義 に も

とづ い て殺 され る存 在 で あ る とい う事 実 を

鋭 く指 摘 して い ま した。 今 回 の 容 疑 者 の

「論 理 」 (衆 議 院 議 長 へ の 手 紙 が 典 型 )に
も、「愛 と正 義 」 が み て と らえ る こ とが 出

来 ます 。 2013年 に死 去 した彼 が 、 この

よ うな事 件 を予想 して い た で しょ うか ?

抹 殺 され る「い の ち」の側 に あ りな が ら、
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「バオバブの家」の生誕地である南新町に  山積みである言えます。

第二拠点をつ くることができま した。また  ヽ  2018年 度には、機能訓練支援員の配置を

様 々な事情にか ら長 く法人か ら離れていた  含め、その課題に一定の答えを出せる法人活動
メンバーの復帰 も実現す ることもできま し  を創造したいと考えます。
た。 この よ うな夢が実現できたの も、後援   高齢化の波は後援会 をは じめ とす る支援
会 に結集 していただきま した後援者 のみな  者。 ボランテ ィアにも押 し寄せています。
さん、「バオバ ブお帰 りな さい」 と声 をか  後援会入 会者 の減少 に顕 著 に現れ ていま
けて くだ さった地域のみなさん、法人を信  す。 40年 のバ オバブの歩み を支 えて下 さ
頼 して共に歩んで くだ さったバォバブファ  った世代の後援者 6名 が鬼籍 に入 られたこ
ミリーのみな さんのお力があったか らだ と  と。そ して、若 い世代の人会が減 つている
心か ら感謝 しています。          ことがその要因です。 この事にも、法人 と
(2)轟齢化と I君の逝去を巡つて       して対応 していかなければな りません。
近年の障がい者施策については1「高齢化、障  3,法 人全体の意識変革のために

がいの重度化に対応した○○」という枕詞で語   給与改定委員会で、管理職の位置づけを見直

られることが多かったが、本年度は高齢化・重   し管理職手当の増額等の見直しや、法人財政と

度化を痛感させられた一年間であったと言えま  職員給与のあり方等の議論が前進しました。し

す。「家族さんの突然の逝去、メンバーの人退院  ヽ かし、同一労働同一賃金という当たり前の原則

その間の医療機関の冷たい対応等現実の課題に  を貫いた給与体系、処遇改善手当のあり方、勤

直面した一年でした。」と締めるはずでしたが、  勉手当のあり方、等は次年度に持ち越しました。

もっと衝撃的な事態が発生しました。        本法人は、支援者の生活安定がメンバーの豊

2月 17日 、 Iさ んが入院先で逝去されまし  かな生活の保障の源泉であるとの考えに基づき、

た。バオバブの仲間と共にあゆみ、高校事業後  ヽ 職員の正規雇用にこだわってきました。

30年間就労し、2017年 にバオバブに復帰    18年 度 は給与改定委員会において原則を

した Iさ んが、入院先で54年間の生涯を終え  堅持しながら管理職のあり方、職員の経営への

られました。この予想もつかない事態をどう受   参画等を検討し、法人財務の完全に努めていき

けとめるべきか?Iさ んとの出会いや関係性の  たぃと考えています。

違いから、様々の答えがあることでしょう。     新 しい施設の建設 にとも
~な

い、た くさん

4月 の復帰以来、本人や保護者の願いに寄り  の職員 を迎 えることにな りま した。福祉関

添い、法人としては精一杯支援してきました、   係未経験であ り、法人 とは じめて出会 う職

入院後も医療機関と連携し可能なことは全てや  員が大半で した。障がい者 の見方、メンバ

つてきたと言えます。            ―の受容、具体的な支援の方法等、伝 えな

しかし、法人として「もつとやれることはな  けれ ばな らないことが多 くな りま したが、

かつたのか ?」 「メンバーの高齢化への対策はど  新 しい職員の発想 も法人に とって新鮮なも

うであったか ?」 「今後の健康を守るための支援
  さE夕 〔:レ :J:11:〕 t):7::iに う1llillつ 宴 |[l::il

のあり方は ?」 等、真剣に向き合うべき課題は
  り、河内音頭、太鼓やパ ソコン学習等既存
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の活動 を超 えた新 しい活動が創 り出 され ま

した。 日中一時支援活動 で も、手話講座 、  : すす.==■ ■■■‐1 .‐ ―∴―・f■■
=1,‐

英会話講座 等が開設 され 、 メンバ ーの生活  =・ i==■ i・
‐1=●‐

_■  =I= =奮 ■ ■ .

に新 しい潤 いを生み 出 しま した。「えるで」 li■ ■|,:「  ■■ 1.=■  _1‐ I■ ■・  ‐|

において も、議論 が不十分であったが、建  ≡ :|´

設 的 な提言や取 り組 み もあ りま した。    ・ メ ンバ ー の健 康 管 理 を最優 先 課 題 と し

それ ら内容 を踏 まえて メンバーが高齢化  て、連携 医療機 関や看護 士 とともに、医療

か ら 「老い」 を迎 えた とい う 「事実」か ら  連携 の質向上 を図 る。

出発 し、活動 内容 を見直 し、新 しい 日中支  。日中の活動 で、健康増進・ リハ ビ リ機 能

援 のプ ログラムを確 立 しなけれ ばな りませ  を有す る活動 (余 暇活動 )を 多 く取 り入れ

ん。 そ の実現 の た め に も、理 事会・評議  る。そのために、機能 訓練支援員 の配置 し、

員会 の定例開催 、機 関誌
「
ね っ とワー ク通  リノ、ビリ機器 等 を導入す る c

信 」定例化 、ホー ムベ ー ジの充実、等 を通  ・地域 の協力を得 て、地域資源 であ る公園

じ、法人 の説 明責任 を果 た し、 ファ ミリー  グラン ド等やハー トビューの体育館 を活用

会 、後援 会 と共 に議 論 しなが ら、「メ ンバ  して、多様 な形態 (遊 び・集団づ く りの要

― に有効 な活動 はす べ て実行 してみ る Q」  素)で 取 り組 む。

姿勢 で活動 していきたい と考 えます。    11.■ ‐‐| ■t凛 職
・■ 'ユ |■ ■111.:=::

□,1    ・ ==,・
:■         I .■  ・  |■ ■‐:■  i・ .■・1・

:: :●
:・
  ・ .:l.:  ‐ ‐~  ‐

本 年 度 は 、 ホー ム入 所 希 望 メ ンバ ー の 生   :   :

活 拠 点 を確 保 す る こ とを最 重 点 課 題 と して  
。メ ンバ ー の

~顔
二

~笑
顔 _地 域 との

～
出

位 置 づ け て い き た い と考 えます 。 市 全 体 の  会 い 」 が 見 られ る生 産 活 動 を十 す め る ._

課題 で もあ る 「重度 心 身 障 害 児 。者 」 に対  
。地 域 の理 解 者 、 地 域 の 学 校 ・ 保 育 所 、 そ

応 した 事 業 所 。緊 急 対 応 で き る シ ョー トス  して 老 人 憩 い の家 で あ る鶴 亀苑 。新 町福 寿

テ ー の設 立 等 の 準備 に 力 を注 げ た ら と考 え  苑 と協 力 して 、新 しい活 動 を創 造 す る。

ています。                °「で き る 。で きな い。」 とい う能 力 主義

現法人 の財政事情や職員構成 か ら見 て、  的 な発想 でな く、 リサイ クル・ 自主製品づ

この新 しい方向性 を実現す ることは容易 な  くりを全員参加 で取 り組 む。

こ とで は あ りませ ん。 しか し、 社 会福 祉  
。地域 フェスタをは じめ とす る地域行事 、

法 人にはメンバ ーの願 いに こた える使命 と  学校行事 に主体的 に参 画・参加 し、法人 と

地域 の課題 を ともに解 決す る使命 が あ りま  して も 「みんなのWA.等 の組織化 、施設

す。条件 がない とい うこ とで、歩み を止 め  を利用 した ミニ行事 を企画す るc

るこ とはできませ ん。広範 な皆様 の力 を借  ■|■ ンド|_毒 ■■■■ ■■ : :::‐ ri=

りなが ら、実現 に向 けた努力 を積 み重ねて  T'1'‐ ■■・

い く決意 し、以下の重点課題 を提案 します。  ・ メ ンバーの活動参加 に こだわ り、欠席等

には機敏 (家 庭訪 問等 )に 対応す る c

・ メ ンバー (相 談機 関の対象者 も含 む)の
「生活」支援 を法人全体で取 り組 む。

。メ ンバーの悩み事 に寄 り添い、関係機 関

ヽ
．

ヽ _



・ 法人の収支改善に引き続 き取組み、経営

の安定化によ り、支援は正規職員で取 り組

む方向性 を堅持す る。

・ 職員の定期異動によ り事業所間の連携 を

向上 させ、若手職員の育成に努 める。

5)定 期的な広報活動に取 り組み、後援会

活動 を通 じてボランティアを組織する。

。「ねっ とワー ク通信」 を定期発行す る。

<年 4回 。12ペー ジ構成 >
・ メンバー・ ボランティア向けの ミニ通信

KSKQ(バ オバブネットワーク通信VOL17)第 二種郵便物承認通巻 9060号 2018年 5月 15日 発行 (9)

に働 きかけ問題解決す るまで取 り組む。   ・ ホームペー ジ更新担 当者 を置定 し、生き

4)法 人事業所 (生 活介護、ホーム、相談  生きとした情報 を発信す る:

機関、ヘルバーステーシ ョン)の有機的な  6)法 人の 5年 後見通 した プロジエク トを

連携 を強め、諸課題の解決を図る。     組織する。

。理事会 '評 議員会 。法人職員・ ファ ミリ

ー・ メンバー 。後援会等 の代表 か らな る委

員会 を組織 して事業計画 を議論 し、公開す

る。

Fi:樫 鍵範 と等饉携

。法人事業同様 に 「ね っ とまつ ば ら」の活

動への積極的 な参加・参画 を図 る。

・ フー ドバ ン ク OSAKAの 活 動 に参 加

し、社会貢献事業 をづ く り出す。

・ 関西障害者 定期刊行物 協会・大阪 「生活

の場 。事業所 」連絡会や 「障大連 」の活動

に積極的 に参加す る。

を発行する。
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昨年度も、後援会への入会やボランティア活動にご協力いただき、誠にあ
りがとうございました。厚くお礼申し止げます。個人入会が300名 、団体入会
が6件でした。ここに、昨年度の決算報告と新年度後援会入会依頼、主な活動
内容を掲載します。

【決算報告】
○収入

。前年度繰越金
。会費
・行事売上

・銀行利息・雑収入

672,633円
960,000霜
360,780門

1円

・バクトバ
~ブ・

.晟 1労歪悪込
んなのWA

・第
'サ

響重動

:3裏岳麿濃[iC印刷
合計

〇収入―支出 (差引残高)

1,993,414円 -1,

1,191,445円

969「 ]

この内、400.000円 を施設設備資金として、法

人に寄付し、残額 401, 969円 を次年度に繰 り越

します。

20,904円
5,257円

99,188円
15,670円
77.500円

340,000円
53.146円

O支出
・振込み手数料等
・通信費
・事務費
・募金等
。2017バ オバブまつり
。バオバブと友だちの輪
。市民まつり

1,993,414円

9,

24,
4,

40,
455,

23,
21,

6

1

6

0

6

9

7

6

9

0

0

1

7

3

0円

1円

3円

0円

0円

7円

9円

191,445円 ==801,

◇お願い rr ノΞガを霧子でできるくが
'ラ

ンテイア
新年度 (2018年度)の後援会への入会を

お願いし春す。年会費貯個人S,0参り円、
団体警能 ◎醸0円です。同封の振込用紙をお値
いください。

多,夕1会会貞の霧要
1,後援会会議室の無料貸 し出 し

○えるでヘルバーステーション(布忍事務所)2F会議室を無料で貸し出します :

サークルの会合や打ち合わせにご利用下さい。

2,「えるで」の自主製品の割引
〇ケーキ、クッキー以外の自主製品を割り引き ::

特別なご注文にも応じます。

3,バオバブネットワーク通信・各種催し物のご案内を配布

◇後援会のパンフレットをリニューアルします。
完成 しだい、配布させて頂きます !!

σ
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筆年度、え轟でのJ置動を、12理 の方が、ポランティアとして、鸞時、支援
してきました。澪鑽警襲やな識し会、∫≪ソ璽ンでの文章づくり、本の貶み鷺
しヽせ、翻難、数事選がなど、ポランティアさん無身のL昧や鶴数を懸議ヽもな
おくら、プレ♂ヾ一さんと蒙彗く競蛉抵てきました。
ボランテ ィア聰輻謳機等ま譲次鰊眩 りです。

一鐘等、琴鋳、年後などもヽつでも◇スです。お持ちれてしヽます。時聞帯:ま本繁談:こ応じま
す。

◇鋳輩書 :毎竃轟 ①9130～ 1::30

②lli30～ 14:∞

③14i30～ 16i30

希望者は下記連絡先:こ お願しヽします。
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